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Rackspace Hosting、既存のマネージ
ドサーバと新しいクラウドサーバを接続
して拡張性と柔軟性を向上

ホスティングおよびクラウド・コンピューティング業界のグローバルリーダである
Rackspace® Hostingは、顧客の専用マネージドサーバをクラウドベースサーバに簡単
に接続する方法を顧客に提供することによって、製品ポートフォリオを拡大することを計画
していました。そこで、F5のアプリケーション・デリバリ・ネットワーキングを使用して、ハ
イブリッドサービス「RackConnect」を構築しました。

これにより、Rackspaceの顧客は専用マネージド・プラット・フォームとクラウド・ホスティン
グ・プラットフォームの両方を活用し、優れた拡張性、柔軟性、効率性によるメリット受け、
コスト抑制を実現できるようになりました。顧客は、ダイナミックなリソース・プロビジョ
ニング、Webとアプリケーション・トラフィックの管理、2つの環境間におけるリアルタイ
ムのロードバランシングを行うことができます。F5®のテクノロジにより、RackConnect
はサービスの市場投入を早めることができました。また、顧客の移行手順を簡素化できた
ため、クラウドの活用が急速に進みました。

ビジネス上の課題

米国テキサス州サンアントニオに拠点を置く
Rackspaceは、マネージド・ホスティングおよ
びクラウドホスティングを含む ITサービスの一
環として、あらゆる事業規模の企業にホスティン
グ・ソリューションを提供しています。世界各地
に9か所のデータセンターを運用しており、フル
マネージド・ホスティングおよびクラウド・コン
ピューティング・オプションを、データセンター
内の専用サーバおよび仮想化サーバで提供して
います。3,000名の従業員が100,000社以上
の顧客にホスティングサービスしており、その顧
客の多くが、ホスティングサービスの一部として
クラウドを活用しています。

Rackspaceは、顧客が専用ホスティングとク
ラウドホスティング両方をRackspaceのネット
ワーク上接続できるようにするため、ハイブリッ
ド・ホスティング・ソリューションを提供したいと
考えていました。しかし、物理的にネットワーク
の接続のみを提供することは考えていませんで
した。Rackspaceのハイブリッド・ホスティング・
プロダクト・マネージャを務めるToby Owen
氏は次のように語っています。「当社の目標は、
お客様に高パフォーマンスで安全な専用ネット
ワークサーバを提供することです。また、お客
様が自動的にクラウドに移動して、アプリケー
ションのスケールアップやスケールダウンを短時
間で完了できるようにすることも重要です」

概要
業種
ホスティング・プロバイダ

課題
 · 顧客の専用サーバとクラウドの 
接続

 · 環境間のトラフィックのインテリ
ジェントな管理

 · 既存資産の利用

 · 自動プロビジョニングによる最適
なパフォーマンスの提供

ソリューション
·· BIG-IP® Local Traffic Manager™

·· Enterprise Manager™

·· iControl® API

メリット
 · 顧客のニーズを満たす

 · クラウドサービスの採用を促進

 · 厳格なセキュリティ要件への準拠

 · 拡張性の向上とコストの削減

 · サービスの市場投入を迅速化

 · 市場シェアの拡大を支援

「 今後、クラウドサービスへの需要はますます高くなります。  
弊社はF5のソリューションによって、お客様からの要求に応える 
ハイブリッド・プラットフォームの構築に成功しました」
Rackspace、ハイブリッド・ホスティング、プロダクト・マネージャ、Nathan Meyer氏

http://www.rackspace.com/index.php
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クラウド・ホスティング・リソースによるサービス
は、先行投資と手動の設定が必要な物理マネージ
ドサーバとは異なり、従量制であるため、不規則
で予想不可能なトラフィック負荷が発生するネット
ワークを使用する企業においては確実な導入効
果が見込まれます。

Owen氏は次のように述べています。「お客様は
通常、必要とするよりも多くの専用リソースに投
資します。偶発的なトラフィックピークに対応する
ためです。このようなサーバは、ほとんど通年的
にアイドル状態となります。クラウドを活用するこ
とで、時宜を得たスケーリングを低コストで実行
することができます。専用サーバが処理できる平
均的な負荷をトラフィック負荷が超えたとき、即座
にクラウドに拡張できます」

Rackspaceは、（トラフィックの変動が大きい顧
客も含め）多くの顧客が、このようなクラウドバー
スト型のサービスの導入によって、コスト抑制とパ
フォーマンスの改善という利点を得られると確信
しています。たとえばeコマース企業では、取引
の支払いに使用されたカード情報は専用サーバで
管理し、一方、休日やセール期間などのトラフィッ
ク急増にはクラウドリソースを活用することができ
ます。オンラインゲーム企業では、アクセスが集
中するゲームイベントにクラウドを利用できます。
また、ワールド・カップ・サッカーなどのスポーツ
イベントをオンラインで中継する企業は、激しいト
ラフィックスパイクをクラウド上で安定して処理で
きます。

Rackspaceは以前、2つの環境間に仮想プライ
ベート・ネットワーク（VPN）接続を提供してい
ました。しかし、VPNはソフトウェアベースであ
り、パフォーマンスに関する課題を抱えていまし
た。また、パブリック・インターネットを介して接
続するため、顧客は帯域幅確保のコストを負担し
なければなりません。「高速かつシームレスで自
動化が組み込まれているソリューションを構築し、
帯域幅のコストを抑制する必要がありました」と
Owen氏は語っています。

ソリューション

Rackspaceは2つの環境を接続する方法を複数
評価しました。その中にはオープン・ソース・ソフ
トウェアも含まれていました。Owen氏は「オー
プン・ソース・ソフトウェアには、当社が必要とし
ている拡張性が不足していました」と述べていま
す。また、同社は、新しい専用デバイスの購入を
顧客が必要とならないように、データセンターの
既存設備を使用したいと考えていました。

慎重な評価の結果、RackspaceはF5のBIG-IP 
Local Traffic Manager（LTM）を活用するこ 
とを決定しました。データセンターで既に使用し
ており、理想的なソリューションです。Owen氏
は次のように語っています。「BIG-IP LTMを使用

して専用マネージド環境とクラウドホスティング
環境を接続し、シームレスなコンピューティング・
ソリューションを構築できることがわかりました。
BIG-IPには、当社がトラフィック管理に必要とし
ていたインテリジェント機能が既に組み込まれて
いたのです」

Rackspaceは標準のホスティング・インフラスト
ラクチャの一部としてBIG-IPを使用して、さまざ 
まなタスクを実行しています。BIG-IP LTMは
顧客のトラフィックをWebサーバやアプリケー
ション・サーバ間で自動的に振り分けます。サー
バのCPUに負荷を与えるコンテンツ・キャッシュ
やTCP接続をBIG-IPにオフロードして、サーバ
のパフォーマンスを向上させます。また、アプリ
ケーションの正常性を監視して、問題がある可能
性のあるサーバやネットワーク・コンポーネントか
らトラフィックをシームレスにリダイレクトします。

RackspaceはF5 Enterprise Managerを利
用して、ネットワーク上の複数のBIG-IPの管理
を単一のインターフェイスに一元化しました。デ
バイスの管理に費やす時間は大幅に削減されまし
た。Enterprise Manager は、Rackspace に
よるシステム容量およびトラフィックフローの監視
を支援し、ネットワーク・パフォーマンスの低下を
防ぎます。管理者は、しきい値やアラートを設定し
たり、グラフやレポートを使用して、物理リソース
の使用状況やトラフィックフローおよびパターン
の傾向分析を行うこともできます。

RackspaceのスタッフはF5のエンジニアと連
携して、専用環境とクラウド環境間の接続を自動
化しました。この自動化には、F5のオープン・ア
プリケーション・プログラミング・インターフェ
イス（API）である iControlが使用されました。
「iControlによって開発作業を迅速かつ簡単に
進めることができました」とOwen氏は述べてい
ます。

Rackspaceの専用ホスティングおよびクラウ
ド・コンピューティングのハイブリッド・ソリュー
ションはRackConnectと呼ばれています。 
顧客がRackConnectサービスを選択すると、
Rackspaceは初期設定を行って顧客の専用サー
バからクラウドアカウントへの接続を確立します。

これにより、BIG-IPは環境間のルータとして機能
し、トラフィックを適切なアプリケーションやWeb
プールに転送します。顧客がクラウドサーバを
起動 /停止すると、BIG-IP LTMは使用可能なリ
ソースプールにこれらのリソースを自動的に追加
または削除します。

BIG-IPでは、パケットフィルタを追加して、その顧
客のクラウド環境から顧客の専用サーバへのアク
セスを許可します。「このようにして専用環境を保
護し、アプリケーションプールへのプロビジョニン
グを自動化します」とOwen氏はコメントしてい
ます。

さらに、Rackspaceでは、サーバ名またはクラ
ウドサーバに割り当てられたメタデータに基づい
てワイルドカードによるパターンマッチングを実行
し、クラウドリソースをBIG-IPに適切に追加する
ことができます。たとえば、顧客のクラウドサー
バ名に「app」という文字が含まれている場合、
専用サーバリソースの「Application Pool」に
接続され、「web」が含まれている場合は「Web 
Pool」に接続されます。Owen氏は語っています。
「BIG-IPによって、サーバを識別して適切な設定
を行い、それぞれのお客様固有のニーズを満たす
ためのルーチンを柔軟に構築できました」

Owen氏は続けます。「専用環境とクラウド環境
間の接続はRackspaceデータセンター内で完結
します。F5製品を導入した結果、専用サーバおよ
びクラウドサーバはワイヤスピードで相互通信を
行い、Rackspaceネットワークの安全性が確保
されています」

BIG-IP LTMは、RackConnectの専用マネージ
ドサーバとクラウド環境間の接続を管理します。

© Rackspace US, Inc. All rights reserved. Used under license.

「 F5製品の活用によって、専
用マネージドサーバおよび
クラウドサーバはワイヤス
ピードで相互通信を行いま
す。Rackspaceネットワー
ク内部で行われるため、安
全性が確保されます」
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2010年春、RackspaceはRackConnectサー
ビスのプライベートベータ版の運用を開始しまし
た。「ベータ版は2か月運用し、良好な結果が得
られました」とOwen氏は述べています。2010
年11月に公開版の運用が開始されています。

メリット

RackspaceはF5のインフラストラクチャを使用
してハイブリッドサービスを提供しています。同
社の顧客は専用サーバとクラウド・ホスティング・
オプションを簡単に併用できます。この柔軟なソ
リューションによって、顧客によるクラウドサービ
スの採用が拡大し、短期間で収益向上が実現しま
した。

RackspaceはF5のテクノロジを利用して、短期
間でRackConnectサービスの提供を開始しま
した。顧客により優れた柔軟性と低コストというメ
リットを提供し、ハイブリッド・ホスティングの利点
をさらに強化して、高い定評のあるカスタマサー
ビス「Fanatical Support®」のより一層の改善
を計画しています。

顧客のニーズに応える

Rackspaceは、マネージド・ホスティングおよ
びクラウドホスティングの混成で顧客のニーズを 
より適切に満たすホスティング・ソリューションを
開発したいと考えていました。最良のサービスと
サポートを顧客に提供することが最重要課題で
あったため、Rackspaceは顧客の期待に応える
ために共同で作業できるベンダーを必要としてい
ました。

F5は高品質の製品および優れたソリューションに
よって、RackspaceによるRackConnectサー
ビスの開発を支援しました。Rackspaceは現在、
セキュリティに優れた専用ホスティングにクラウド・
コンピューティングの柔軟性を組み合わせたエン
タープライズ品質の堅牢なホスティング・ソリュー
ションを提供しています。

クラウドサービスの採用を促進

物理サーバ用に設計、構築、および最適化された
多くのアプリケーションでは、アプリケーションを
クラウド用に書き換えて移行する作業は時間が掛
かり、コストが負担になります。Rackspaceの顧
客はRackConnectを利用してクラウドに段階的
に移行できます。Owen氏は次のように語ってい
ます。「移行は、費用の高い大きな1つのステップ 

ではありません。RackConnectとF5ソリュー
ションにより、お客様はインフラストラクチャを段
階的に移行できます。BIG-IP LTMが2つの環境
の相互対話を可能にするからです」

また、アプリケーションの特定の部分だけをクラ
ウドに移動するように顧客が設定することもでき
ます。Rackspaceのデータセンターでは、たと
えば、eコマース企業の場合、Webカタログトラ
フィックなどの運用のセグメントをクラウドに臨機
応変に拡大し、一方アプリケーション・インフラス
トラクチャの他の部分（支払カードデータなど）を
セキュリティの極めて高い専用サーバに隔離した
ままにすることができます。この際、コードの大幅
な書き換えは不要です。

Owenは続けます。「ハイブリッド・プラットフォー
ムは、今後しばらくの間主流となるでしょう。その
間、クラウドモデルは成熟を続け、より多くのアプ
リケーションがクラウドベース・アーキテクチャに
展開されていくと考えられます」

セキュリティ要件への対応

RackConnectは、支払処理にカード情報を扱う
eコマース企業など、セキュリティ要件が厳しい顧
客にも対応するように設計されています。

F5 iControl APIは、ダイナミックな、クラウドと
マネージド環境との通信の制御を可能にします。
顧客のクラウドからの未承認のアクセスはブロッ
クされます。すべてのユーザ接続、データパケッ
ト、およびアプリケーションデータは、顧客固有の
トラフィック管理ポリシーとセキュリティポリシー
に従って、BIG-IPを介してクラウド環境にルー
ティングされます。これにより、機密データは専用
のマネージド・データベース・サーバに隔離され
ます。

さらに、クラウドリソースはオンデマンドでプロビ
ジョニングされます。顧客が不要となった時点で
プロビジョニングは解除され、アクセス不可になり
ます。Owen氏は次のように述べています。「今
のところ多くの企業は、すべてをパブリッククラウ
ドに移行することを希望してはいません。F5製品
では、サイト内の一部だけをクラウドに移動するこ
とができます。これには大きなメリットがあります」

拡張性の向上とコストの削減

Rackspaceの顧客は、RackConnectを使用し 
て簡単に管理作業を削減し、コストを管理する 

ことができます。Owen氏は語ります。「従量制
モデルであることが重要です。RackConnectで
は、お客様が使用したクラウドリソースにのみ料
金が発生します」

BIG-IPは、専用マネージド環境とクラウドホス
ティング環境間のトラフィック管理を自動化するた
め、サーバの管理タスクが軽減されます。「F5製
品を選択した理由の一つは、お客様の導入作業や
定期的な保守作業の自動化を継続して推進でき
るからです。自動化によって、トラフィック負荷を
能動的に監視する必要がなくなるため、お客様の
管理コスト削減に大きく貢献できます。BIG-IPは
お客様にとっても大きなメリットがあります」

しかし、顧客によってはコストが最優先ではない場
合もあります。たとえば、オンラインゲーム企業や
メディアプロバイダでは、パフォーマンスが最優先
事項となります。「このような業種のお客様は、ア
プリケーションのクラッシュを避けるため、また、
エンドユーザのニーズを満たすために、迅速にス
ケールを拡張できることを必要とされています。
RackConnectをBIG-IPと組み合わせて使用す
ることで、お客様には必要なリソースを即座にご利
用いただくことができます」

サービスの市場投入を迅速化

RackspaceはF5のサポートを受け、極めて
短期間のうちに既存の設備を使用して新しい
サービスを顧客に提供できるようになりました。
Rackspace Hostingの戦略担当VPを務める
Andrew Schroepfer氏は、次のように述べて
います。「RackConnectの提供開始までに要し
た期間は3か月未満でした。これは iControlの
おかげです」

Schroepfer氏は語ります。「このソリューション
では既存の機能を活用できます。当社では、トラ
フィック管理を実行するように設計されたプラット
フォームに、このテクノロジを利用しました。更に
一歩踏み込んで、専用サーバとクラウドサーバ間
のギャップの解消を進めていきます」

Schroepfer氏はさらに続けます。「F5ソリュー
ションはクラウドへの移行を開始するお客様に最適
なソリューションです。RackConnectは、最先端
のクラウドを活用するお客様を万全に支援します」
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